
調査対象　　民生児童委員・主任児童委員・町内会関係者・ボランティア団体・健連協・道都大学学生等

　　　　　　　配布１２０件　回収１１１件　（回収率９２．５％）　　　　　　　配布１２５件　回収１２５件　（回収率１００％） 　　　　　　　配布１２０件　回収１１１件　（回収率９２．５％）　　　　　　　配布１２０件　回収１１１件　（回収率９２．５％）　　　　　　　配布１２０件　回収１１１件　（回収率９２．５％）　　　　　　　配布１２０件　回収１１１件　（回収率９２．５％）　　　　　　　配布１２０件　回収１１１件　（回収率９２．５％）　　　　　　　配布１２０件　回収１１１件　（回収率９２．５％）　　　　　　　配布１２０件　回収１１１件　（回収率９２．５％）　　　　　　　配布１２０件　回収１１１件　（回収率９２．５％）

女性 男性 構成比

２０代 12 21 26.4%

３０代 3 3 4.8%

４０代 10 7 13.6%

５０代 15 9 19.2%

６０代 13 32 36.0%

合計 53 72 100.0%

回答数 構成比

知っている 41 32.8%

知らない 84 67.2%

無回答 0 0.0%

合計 125 100.0%

【考察】「知らない」が、約７割を占めている。今後市民への周知に本腰を入れるべきことを示している。

回答数 構成比

思う 23 18.4%

思わない 73 58.4%

わからない 27 21.6%

無回答 2 1.6%

合計 125 100.0%

【考察】「思わない」が、約６割（Ｍ:５割）というのは、「思う」の２割弱に比べて、大きな課題である。子どもが安心安全に生活できるまちづくり

も条例の中に取り入れる必要がある。

※市民モニターでの調査結果を（Ｍ：　割）と表すことにする。

回答数 構成比

思っている 54 43.2%

思っていない 13 10.4%

わからない 56 44.8%

無回答 2 1.6%

合計 125 100.0%

【考察】「わからない」が４割強（Ｍ:４割弱）というのは、今の子ども達に直接ふれあう機会の少ない回答者から見れば、頷ける割合だと思う。

「そう思う」が同じく約４割強（Ｍ:５割強）、「思っていない」は約１割である。

「子どもが自尊意識を持っている」と、堂々と言い切れる状態でないとも見ることができる。北広島市が、まだまだ子ども達に夢を与える街に

なっていないといえないだろうか。少なくとも、子ども達の生き生きした姿が街のあちこちで見受けられるまちづくりが必要であろう。

回答数 構成比

ある 70 56.0%

ない 13 10.4%

わからない 40 32.0%

無回答 2 1.6%

合計 125 100.0%

【考察】「わからない」が３割強（Ｍ:３割）であるのは、問３と同様、子どもと直接関わりのない回答者が多いためと考えられる。

「あると思う」が、約６割であるが、小中高校生では６７％が「ある」と回答している。

大人が思っているのと同等かそれ以上に、子どもには将来の夢やなりたい職業がある。

１　あなたは北広島市で「子ども権利条例」を作ろうとしていることを知っていますか。

２　あなたは、子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか。

３  あなたは、子どもが自分自身を好きだと思っていると思いますか。

４ あなたは、子どもには将来の夢やなりたい職業があると思いますか。
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５　あなたは、子どもの意見が大切にされていると思いますか。

回答数 構成比

されている 20 16.0%

されていない 60 48.0%

わからない 44 35.2%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「されている」が約１割半（Ｍ:３割弱）であるのに対して、「されていない」が約５割（Ｍ:約3.6割）・「わからない」が3.5割と子どもの意見

が尊重されていないという回答であった。

「子どもの意見が尊重される」とは、どういうこと(場所などを含め）なのかは質問からも回答からもうかがい知ることが出来ないが、もっと「子ども

が主体者」として尊重されるべきであるという回答者の願いを知ることが出来る。条例として取り上げるべき項目。

６　子どもたちは、健康的な生活(遊ぶ・休む・学ぶ)を送ることができていると思いますか。

回答数 構成比

思う 41 32.8%

思わない 65 52.0%

わからない 18 14.4%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「思う」３割強（Ｍ:4割）に対して、「思わない」が５割強（Ｍ:4.5割）であり、かなり否定的な見方で回答している。学習塾、習い事、スポ

ーツ少年団など、子ども達がハードな毎日を送っていることが関係しているのではないか。家庭・地域・社会に対する警鐘ととらえ、条例として

取り上げるべき項目。

７　子どもたちは、自分が思ったことや感じたことを自由に表現できる環境にあると思いますか。

回答数 構成比

思う 37 29.6%

思わない 65 52.0%

わからない 22 17.6%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「思う」が約３割（Ｍ:４割強）に対して、「思わない」が５割強（Ｍ:３割強）ということは、子ども達から少し距離を置いた回答者からは、

「子ども達は、自分の意見を述べることよりも、大人や集団からの考えに従わされている」と映っているのだと考えられる。また、回答者には大学

生が相当数含まれており、子ども時代に「自由に表明できなかった」という実感があるということも考えられる。

意見表明権に関係する設問である。「自分の意見を自由に述べ、相手の意見を聞く」ことは、それ自身が大切なことであると同時に、子ども達

が正しい人権意識を育てていくのに欠かせない教育的役割を持つ。条例として取り上げるべき項目。

回答数 構成比

思う 16 12.8%

思わない 86 68.8%

わからない 23 18.4%

無回答 0 0.0%

合計 125 100.0%

【考察】「思う」が１割強（Ｍ:２割）に対して、「思わない」が約７割（Ｍ:５割弱）というのは、大変な状態にあると考えられる。相談できる大人・

教師・親などとの距離が大きいと回答者は思っているのだと考えられる。子ども達の置かれている現状を憂えている回答結果だと思う。人間関

係や社会環境の変化が子どもの悩みを増幅させ、しかも相談できる環境にないと考える大人が多いことは問題だと思う。条例として取り上げる

べき項目。

回答数 構成比

知っている 66 52.8%

知らない 52 41.6%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

【考察】「知っている」「知らない」の回答が半々であった。市として、一層の周知の努力が必要。


９－１　子どもに関する悩み事を相談できる窓口を知っていますか。

８　子どもたちは悩み事などを気軽に相談できる環境にあると思いますか。
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複数回答

回答数 構成比

家庭児童相談員・母子自立支援員 43 17.6%

子どもサポートセンター 35 14.3%

エンゼルキッズこども家庭支援センター 9 3.7%

教育相談員 22 9.0%

地域子育て支援センター 29 11.8%

こども発達支援センター 14 5.7%

地区の民生委員・児童委員（主任児童委員） 44 18.0%

社会福祉協議会心配事相談所 22 9.0%

子ども電話相談ユーアンドアイ 27 11.0%

その他 0 0.0%

合計 245 100.0%

【考察】５位までの「知っている相談窓口」は、市政モニターと同じ。選択肢の中に、子どもが相談できるところが少ない。市政モニターでは「⑩

その他」への具体的な回答があったが、地域部会アンケートではなかった。市政モニター回答者には、地域部会アンケート回答者に較べ、子育


て中の人の割合が高いので具体的記述があったと考えられる。


１０　子どもたちは、個性や他人との違いを認められ、１人の人間として尊重されていると思いますか。

回答数 構成比

思う 29 23.2%

思わない 51 40.8%

わからない 35 28.0%

無回答 10 8.0%

合計 125 100.0%

【考察】「思う」が約３割、「思わない」が４割であり、否定的な回答である。条例として取り上げるべき項目。


１１　あなたは、まわりで子どもがいじめや虐待を受けているのを見たり聞いたりしたことがありますか。

回答数 構成比

ある 34 27.2%

ない 83 66.4%

無回答 8 6.4%

合計 125 100.0%

【考察】「ない」が多数（約７割、Ｍ:７割弱）は当然だと思うが、「ある」が約３割もいたことは注目すべきである。そのとき、回答者はどういく行動

をとったのか、はアンケートからは知ることはできないが、子どもの権利を考える上で重要なポイントである。「いじめ」については定義も難しく、

回答者はどうとらえての回答であったのか、「虐待」についてとの比率はどうであったのかは不明であるが、条例として取り上げるべき項目。

複数回答

回答数 構成比

人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと 42 12.1%

障がいのある子どもが差別されないこと 73 21.0%

子どもが知りたいと思うことが、かくされないこと 9 2.6%

暴力や言葉で傷つけられないこと 69 19.8%

家族が仲よくし、一緒に過ごす時間をもつこと 50 14.4%

自分の考えをいつでも自由に言えること 22 6.3%

人と違う自分らしさが認められること 36 10.3%

自分の秘密が守られること 7 2.0%

自分のことは自分で決められること 10 2.9%

疲れた心や体を休ませる時間・自分の自由になる時間をもつこと 9 2.6%

子どもからの自由な呼びかけでグループを作り集まれること 7 2.0%

必要な情報を知ることができ、様々な活動に参加する手助けを受けることができること 14 4.0%

合計 348 100.0%

【考察】１位・・・障がいのある子どもが差別されないこと（Ｍ:２位）、２位・・・暴力やことばで傷つけられないこと（Ｍ:１位）



３位・・・家族が仲良くし、一緒に過ごす時間をもつこと（Ｍ:３位）、４位・・・人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと



５位・・・人と違う自分らしさが認められること （Ｍ:４位）



９－２　「知っている」と答えた方にお聞きします。

１２　子どもの権利の中で特に大切だと思うものを、三つまで選び○をつ
けて下さい。
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複数回答

回答数 構成比

おとなが子どもの人権を尊重してこなかった 40 13.8%

おとなへの社会的支援体制が整えられていなかった 16 5.5%

子どもへの支援体制が整えられていなかった 32 11.1%

おとなのモラルが低下し、おとなも自己中心的になった 102 35.3%

近所のおとなが子どもに目を向けなくなった 53 18.3%

マスコミの報道により注目されているが、以前から同種の事件は多数起きている 33 11.4%

その他 13 4.5%

合計 289 100.0%

【考察】市民モニターの結果と一致している。

複数回答

回答数 構成比

そのとおりだと思う 18 9.6%

子どもたちに正しい権利を教えてこなかったおとなに責任があると思う 76 40.4%

子どもたちは権利を十分に主張できていないと思う 15 8.0%

「わがまま」と「権利の主張」は全く違うと思う 69 36.7%

その他 10 5.3%

合計 188 100.0%

【考察】「子ども達に正しい権利を教えてこなかった」と「わがままと権利の主張は全く違う」を合わせて、約８割の回答があった。「正しい権利学

習」が子ども達に保証されることが、子どもには必要であると回答者は考えているのだと推定できる。
・「子どもわがまま論」は少なく、大人の責任

を問う声が多数である。「権利学習」をしっかりと行うことが、これからの社会を担う人間として大切なことである。条例として取り上げるべき項目。


回答数 構成比

よく見る 21 16.8%

ときどき見る 59 47.2%

ほとんど見ない 40 32.0%

全く見ない 3 2.4%

無回答 2 1.6%

合計 125 100.0%

【考察】「よく見る」「時々見る」をあわせて、ほぼ6.4割の回答を得ている。「ほとんど見ない」「全く見ない」をあわせて、3.4割である。このことは、


子ども達が外での遊びをしていないことを物語っており、室内で遊んだり、塾等の習いものに行ったりしていることを想像させる。もちろん少子化

で、子ども絶対数が少なくなっていることも大きな要因であると思う。子どもは、友だちと集団での遊びを通して、社会性が育っていくものだが、

それが欠けているのは大きな問題であると思う。子どもの遊びは、社会性を育てる大きな要因であり、その部分が欠けてきている。     

回答数 構成比

よく見る 61 48.8%

ときどき見る 48 38.4%

ほとんど見ない 12 9.6%

全く見ない 3 2.4%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「見る」「時々見る」をあわせて約９割近くの回答であった。「子ども達を見る」「顔を合わせる」という浅い関わり方ではあるが、地域が子


ども達との接点をもっていると見ることができる。地域が子どもとの接点をもっていることがわかったが、どのように（より深く）関わっていくのか・


関わっているのかは不明である。


回答数 構成比

よくある 23 18.4%

ときどきある 47 37.6%

ほとんどない 37 29.6%

全くない 17 13.6%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

１５　子どもが遊んでいる姿を見ることがありますか。

１６　子どもが通園・通学する姿を見ることがありますか。

１７　近所の子どもと挨拶を交わすことがありますか。

１３　子どもが犠牲になる衝撃的な事件が社会問題化されていますが、こ
の意見をどう思いますか。

１４  「今の子どもは、わがままで権利ばかり主張している」という意見があ
りますが、この意見をどう思いますか。
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【考察】「ある」「時々ある」をあわせて5.6割、「ほとんどない」が約３割、「全くない」が1.4　割という回答である。「あいさつは、人間関係の入り

口」と考えると、約４割以上があいさつを交わしていないことは大きな課題であると思う。大人も人間くささのなくなった「砂漠のような」地域社会

になっていることをうかがい知ることが出来る。「オアシスのように、潤いある社会」が「子ども達を健全な大人に育てる大切な土壌」であることが、

（条例の前文あたりで）謳われてもいいのではないだろうか。

回答数 構成比

十分ある 15 12.0%

ある程度はある 85 68.0%

ほとんどない 21 16.8%

全くない 3 2.4%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「十分ある」「ある程度はある」をあわせて８割の回答である。しかし、「ほとんどない」「全くない」という否定的な回答も約２割あった。

遊び場があり、そこで「社会性」を養うことが出来るような環境を作るための努力を、大人はする必要がある。

市や大人の責任で、健全な遊び場を子ども達に提供する必要がある。

回答数 構成比

十分確保されていると思う 10 8.0%

ある程度は確保されていると思う 75 60.0%

あまり確保されていないと思う 36 28.8%

全く確保されていないと思う 3 2.4%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「十分ある」「ある程度はある」をあわせると約７割は安全性の確保がなされていると考えているが、「あまり」「全くない」をあわせると３割

強の回答が不安を持っていることがわかる。市内各地でさまざまな取り組みはなされているが、それでも不安が大きいと思われ、どうしたらよい

のかを市民と共に考えていくきっかけになると良い。「安全に生きること」とあわせて、条例の項目に。

２０　地域で、子どもの安全を守る取り組みはなされていますか。

回答数 構成比

なされている 50 40.0%

なされていない 15 12.0%

わからない 59 47.2%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「なされている」が４割ではあるが、それなりに動いていると感じられる。

２１　子どもが、有害な出版物・画像等が守られていると思いますか。

回答数 構成比

十分守られていると思う 3 2.4%

ある程度は守られていると思う 23 18.4%

あまり守られていないと思う 57 45.6%

全く守られていないと思う 35 28.0%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

【考察】８割弱が「あまり」「全く」守られていないとの回答。出版物・テレビ等での有害画像等は目に余るものがある。北広島のみならず大きな

取り組みが必要であると思う。

回答数 構成比

よく読む 37 29.6%

ときどき読む 46 36.8%

読まない 16 12.8%

知らない 20 16.0%

無回答 6 4.8%

合計 125 100.0%

１８　子どもが安心して遊べる場所がありますか。

１９　子どもの登下校の安全は確保されていると思いますか。

２２－１　あなたは回覧板や新聞折込で配られる子どもに関するお便りや広報誌を読みますか。
「学校のお便り」
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２２－２　「サポートセンターきずな」

回答数 構成比

よく読む 13 10.4%

ときどき読む 37 29.6%

読まない 22 17.6%

知らない 45 36.0%

無回答 8 6.4%

合計 125 100.0%

【考察】「学校便り」「きずな」共にそれなりに読まれているが、「読まない」「知らない」という回答がそれぞれ、１２．８％、１６．０％あった。子ども

達から離れた世代に対するアンケートであったことが影響していると思われる。

２３－１　子どもの健やかな育成に必要なものは様々ですが、あなたはどのように感じていますか。　(家庭の中で特に母親の育児力)

回答数 構成比

十分ある 36 28.8%

ある程度はある 69 55.2%

ほとんどない 13 10.4%

全くない 1 0.8%

無回答 6 4.8%

合計 125 100.0%

回答数 構成比

十分ある 20 16.0%

ある程度はある 75 60.0%

ほとんどない 22 17.6%

全くない 1 0.8%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

【考察】母親の育児力も父親の育児力も共に「十分ある」「ある程度はある」という回答が多かった。一方で、「ほとんどない」「全くない」との回答

１～２割あり、それに対する支援の方法を今後とも探って行かなくてはならない。

親の育児力の大切さは、言うまでもないが、条例前文などでその意義を謳うことも必要。

回答数 構成比

十分ある 36 28.8%

ある程度はある 69 55.2%

ほとんどない 13 10.4%

全くない 0 0.0%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

回答数 構成比

十分ある 20 16.0%

ある程度はある 75 60.0%

ほとんどない 22 17.6%

全くない 1 0.8%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

回答数 構成比

十分ある 12 9.6%

ある程度はある 73 58.4%

ほとんどない 30 24.0%

全くない 3 2.4%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

２３－２　家庭の中で特に父親の育児力

２３－３　家庭(全体)の育児力

２３－４　学校(教師)の育児力

２３－５　地域で子どもを育てようとする意識
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回答数 構成比

十分ある 6 4.8%

ある程度はある 77 61.6%

ほとんどない 23 18.4%

全くない 2 1.6%

無回答 17 13.6%

合計 125 100.0%

２３－６　北広島の子育てサポート制度
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